
（参考資料-

 

Teradata I

 

■「多温度デ

Teradata 

み込まれた

まで拡張しま

していました

高い“ホット”

的に向上させ

優れた特

ホット・デー

入れ換える

データの格納

また、アク

配置するた

モリ・データ

がらインメモ

 

■「多温度デ

ユーザー

1%のデータに

トなデータを

※多温度デ

データウェ

れるわけでは

ら、あまりア

ータが混在し

によって、一

Teradata デ

Teradata デ

ータをアクセ

-1） 

Intelligent M

データ管理」を

Intelligent M

インメモリ技術

ました。従来の

たが、Teradat

”なデータを、

せます。 

特徴は、アクセ

ータとアクセス

ことです。既存

納方法などの

クセス頻度の

め、すべての

タベースソリュ

モリ技術の利点

データ管理」に

ー企業における

にアクセスさ

をメモリー内に

データ管理 

ェアハウス上

はありません

アクセスされな

しています。こ

一元的に管理

データベース 1

データベース 1

セス頻度に応

Memory 

をメモリー層ま

Memory (テラデ

術です。Tera

のFSGキャッ

ta Intelligent

、常に最も高

セス頻度の変

ス頻度が低くな

存のアプリケ

の変更は一切

の高いホット・デ

のデータをメモ

ューションと比

点が得られま

によるインメモ

る標準的な T

されていること

に配置するだ

上のデータは、

ん。頻繁に使用

ないコールド・

これらのデー

理するのが、多

13.0 では SS

14.10 ではメモ

応じ、最適なデ

まで拡張、ア

データ・インテ

adataデータベ

ッシュにはデー

t Memory は

速なデバイス

変化に対応し

なった“コール

ケーションや S

切必要ありませ

データのみを

モリー内に配

比較し、機器コ

ます。 

モリの新しい

Teradata シス

とがわかりまし

だけで、インメ

、すべて等しく

用されるホッ

データまでさ

ータをアクセス

多温度データ

D と HDD を、

モリーも管理

デバイスに配置

日本テラ

アクセス頻度に

テリジェント・メ

ベース13.0で

ータアクセス

それに加えて

スのメモリー上

して、自動的に

ルド”データを

SQL クエリー

せん。 

をメモリー内に

配置するイン

コストを抑えな

利用の形 

ステムの使用

した。これは

メモリ・データ

意味し

データ

増加に

けしか分

現在

プラット

Terada

Active 

 

くアクセスさ

ト・データか

さまざまなデ

ス頻度（温度）

タ管理です。

、今回の

対象とし、デ

置します。 

ラデータ株式会

に応じて自動

メモリ)は、Te

で追加された

に必要な索引

て Teradata デ

上に配置し、

に

を

、

に

メ

な

状況を調査し

、全データを

タベースと同等

しています。一

はディスク上

によって、メモ

分析できなく

在、Teradata I

トフォームは、

ata Data Wa

Enterprise D

）

デ

会社 Teradata デ

動的にデータを

eradata データ

「多温度デー

引情報やスプ

データベース

分析クエリー

した結果(下図

メモリーに配

等のパフォー

一方でアクセ

上に格納され

リー容量に制

なる事態は発

Intelligent Me

、Teradata Da

arehouse Ap

Data Warehou

データベース 1

を移動 

タベース 14.1

ータ管理」（※）

プールファイル

内の最もアク

ーのパフォーマ

図)、43%のディ

配置することな

ーマンスが見込

セス頻度の低

るため、対象

制限され一部

発生しません

emory 技術が

ata Mart App

ppliance 270

use 6700 です

4.10 参考資料

0 に新しく組

をメモリー層

ルなどを格納

クセス頻度が

マンスを飛躍

ィスク I/O は

なく、最もホッ

込めることを

低いコールド・

象データ量の

部のデータだ

ん。   

が利用できる

pliance 670、

00、Teradata

す。 

料 

組

層

納

が

躍

は、

ッ

を

の

だ

る

a 


